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雪おろシグナルのシステム開発・運用および改良、雪氷災害発生予
測システムにおける積雪変質モデル SNOWPACKの改良、雪崩発
生予測および道路雪氷予測に関するモデルの開発。3 次元水分移
動モデルの開発等、湿雪に関するモデルの開発に従事。2011 年よ
り現職。

雪おろシグナルとは

　2020-21冬期は新潟県上越市や秋
田県横手市などで記録的な大雪とな
り、住宅家屋の破損や空き家の倒壊
等、大きな被害がみられました。また、 
家屋の破損を防ぐために雪下ろしを
行っている時の転落事故などで多く
の死傷者が出ました。毎年100名前
後の雪氷災害による犠牲者のうち、
約半数が屋根雪処理中の滑落等、除
雪中の事故に起因しており、これら
の被害や事故を軽減するためには、
命綱の装着等の安全対策のほかに、
適切なタイミングで雪下ろしを行う
判断が必要となります。雪おろシグ
ナルはその判断をする際の参考とし

て開発した、積雪重量分布の面的情
報を発信するシステムです。準リア
ルタイム積雪分布監視システムを運
用している新潟大学と連携して、積
雪変質モデル「SNOWPACK」を用
いて積雪重量分布情報を作成し、地
理院地図と重ね合わせてウェブで発
信しています。雪の重さは家屋破損
リスクのレベルに合わせて7段階に
色分けし、300kg/m2を超えると雪
下ろしを喚起する黄色、700kg/m2

を超えると家屋倒壊の危険があるこ
とを示す赤で表示します（図１）。
　雪おろシグナルは2018年1月に
新潟県を対象に公開を開始しました。
2019年には山形県と富山県、2020
年には秋田県、2021年には長野県

と福井県と、年々適用範囲を拡大し、
現在は6県で運用しています。適用
地域を拡大する際には県と連携して、
プレス発表や市町村への周知、県の
ホームページからのリンク等でご協
力いただいています。

今冬の豪雪と雪おろシグナルの 
運用

　今冬は1月の寒波の際に多量の降
雪があり、新潟県上越市では48時間
で160cmもの降雪を記録するなど、
記録的な大雪となりました。その間
に雪おろシグナルで計算された積雪
重量は200kg/m2以上増加し、黄緑
から黄色を通り越して橙色まで変化
してリスクレベルが急増しました(図

毎年多数の犠牲者を出す屋根雪処理中の事故を軽減するため、屋根雪下ろしの判断材料

に用いる積雪重量分布情報 「雪おろシグナル」を開発してきた。2018 年に新潟県を対

象に公開を開始して以降、年々拡大を進めており現在 6 県で運用している。今冬は、１月

の大雪時に雪下ろしの判断で広く活用され、10 万以上のアクセスを記録した。

今冬の豪雪と雪氷災害情報プロダクツによる発信
屋根雪下ろし判断に向けた情報プロダクツ「雪おろシグナル」の活用
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